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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 305.87 k㎡

人口 61,686人

公立中学校数 6 校

公立中学校生徒数 1,455 人

部活動数 38部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

中学３年生

年齢

人数

15年で生徒数が
ほぼ半減

出典:加賀市統計書

加賀市の場合、児童生徒数の
減少傾向が続く。
毎年、生徒数が減少していけば、
現行の部活動を維持することが
難しくなる。

【課題】

現在、市内中学校の運動部は、学校ごとに部活動数に違いはあるものの競技数としては11競技（男

女別）、部活動数としては38部が活動している。少子化に伴い、現在女子ソフトボール部が他の中学校

と合同チームによる大会参加を行っている。また、Ｋ中のソフトボール部は、新規入部がなく令和7年度から

入部停止予定である。さらに、Ｙ中のハンドボール部についても令和7年度から入部停止予定である。

加賀市の出生数から、市内中学校の部活は、今後もさらに縮小、廃部が容易に予想される。

子どもたちのスポーツ・文化環境を持続可能するために、加賀市としては令和4年度から検討会を、令和

5年度からは推進委員会を立ち上げ、今後の子どもたちのスポーツ・文化活動のあり方についての議論を重

ねてきた。そして、令和6年8月より、新たなスポーツ・文化活動の場として7競技8団体による「地域クラブ」

を開設した。「地域クラブ」は、自ら「選択」し、他校の生徒などの「多様な人と関わる」ことができ、活動の

「専門性の追求」できることを目的とし、休日に活動をしている。現在では、市内中学1・2年生の3割にあ

たる250名を超える中学生が参加している。

今後は、生徒・保護者への地域クラブの継続的な周知及び地域クラブ数を増やすことが課題になっている。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・学校指導課…学校部活動の主幹、学校との調整・連携、学校に関する事項について

・スポーツ課 …中学生のスポーツ活動の環境整備

・生涯学習課…中学生の文化活動の環境整備

・教育庶務課…会計処理

◉首長部局

・企画課…ふるさと納税の検討

・財政課…予算措置

時期 実施事業

令和6年4月 地域クラブ説明体験会

令和6年4月 PTA総会で保護者に説明

令和6年4月 新入生歓迎会で生徒に説明

令和6年5月 第1回各クラブ担当者会議の開催

令和6年6月 地域クラブ指導者講習会

令和6年6月 地域クラブ保護者説明会実施

令和6年7月 第1回活動地域移行推進委員会

令和6年8月 休日の地域クラブ活動開始

令和6年10月 第2回各クラブ担当者会議の開催

令和6年11月 第2回活動地域移行推進委員会

令和6年12月
アンケート実施
対象：中学１.２年 生徒・保護者

令和7年1月 第3回各クラブ担当者会議の開催

令和7年1月 新入生保護者説明会で新入生保護者に説明

令和7年1月 アンケート実施
対象：小学6年生 生徒・保護者

令和7年2月 小学6年生に説明会を実施
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ６ 校 実施した地域クラブ総数 ７ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ７クラブ（７部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 ７５人 全体の運営スタッフ数 １人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導
者数

運営
スタッフ数 会費 大会参加方法

陸上競技クラブ
加賀市教
育委員会

陸上競技 毎週土曜日 9時～12時
1年生29人
2年生36人

8月～3月
中央公園
陸上競技場

22人 - 0円 学校部活動

野球クラブ
加賀市教
育委員会

野球 月1回土曜日 9時～12時
1年生20人
2年生19人

8月～3月
片山津
野球場

9人 - 0円 学校部活動

バレーボール
クラブ

加賀市教
育委員会

バレーボール 毎週土曜日
18時～

21時
1年生38人
2年生24人

8月～3月
山中中学校
体育館

13人 - 0円 学校部活動

バスケットボール
クラブ

加賀市教
育委員会

バスケット
ボール

月1回土曜日 9時～12時
1年生12人
2年生16人

7月～3月
錦城中学校
体育館

3人 - 0円 学校部活動

ソフトテニスクラブ
加賀市教
育委員会

ソフトテニス 月3回土曜日 9時～12時
1年生11人
2年生15人

8月～3月
中央公園
テニスコート

11人 - 0円 学校部活動

卓球クラブ
加賀市教
育委員会

卓球 月3回土曜日 9時～12時
1年生13人
2年生 7人

8月～3月
錦城中学校
講堂

11人 - 0円 学校部活動

ソフトボールクラブ
加賀市教
育委員会

ソフトボール 毎週土曜日 9時～12時
1年生 3人
2年生 4人

8月～3月
東和中学校
グラウンド

6人 - 0円 学校部活動

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●R6年4月20日 地域クラブ体験会を開催
●R6年12月 加賀市内中学校１・２年の生徒，保護者にアンケートを実施
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上競技、野球、バレーボール、バスケッ
トボール、ソフトテニス、卓球、ソフトボール

運営団体名 加賀市教育委員会

期間と日数

陸上競技・バレーボール・ソフトボール
８月 ～ ３月 毎週土曜日

ソフトテニス・卓球
８月 ～ ３月 月３回程度

野球・バスケットボール
８月 ～ ３月 月１回程度

指導者の主な属性
各スポーツ競技協会の会員、加賀市内
の教職員

活動場所

中央公園陸上競技場
中央公園テニスコート
山中中学校体育館
錦城中学校体育館・講堂
片山津野球場
東和中学校グラウンド

主な移動手段 保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●加賀市地域クラブ 活動概要

・教師

学校

・協会員

・協会からの推薦人

各スポーツ競技協会

地域の協力団体

希望する

活動場所に参加

指導者バンク

総括コーディネーター

地域クラブ

陸上競技クラブ

野球クラブ

バレーボールクラブ

バスケットボールクラブ

ソフトテニスクラブ

卓球クラブ

ソフトボールクラブ

加賀市教育委員会

【業務内容】
・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者任命登録/研修
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制

運営主体

事務局

地域クラブの説明

アンケート調査 ・報告

指導者の推薦

指導者申込

指導者募集案内

指導者紹介依頼

児童・生徒・保護者

加賀市内中学校

保護者

加賀市内小学校
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取組内容

2.実証内容と成果

①統括コーディネーター1名を配置し、以下の役割を担う。

・学校長、部活動顧問、各競技団体担当者との日常的な連絡・調整

・事業計画策定、クラブ体制づくりへの主体的な関与

②以下の推進体制をとり、部活動地域移行の推進をはかる。

・加賀市部活動推進委員会：学識経験者、スポーツ・文化芸術団体、

各競技団体、市PTA連合会、中学校校長会等の代表者で構成

・担当者会議：各クラブ運営担当者を集め、運営方針や今後のクラブ

体制について協議

③広報活動

・保護者向け説明：説明会開催、保護者連絡ツールによる情報発信

・自動・生徒向け説明：学校訪問による説明、体験会の実施

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

①統括コーディネーターは、退職教員であり、市スポーツ協会とも関係が

深い人材を配置することによって、スムーズに調整が取れた。

②加賀市部活動推進委員会を３回実施し、事業計画や現状把握、今後

の方向性など議論してきた。結果として、地域スポーツ開設にむけて、指導

者確保を含めてスムーズに行うことができた。また、担当者会議を定期的

に開催することで地域クラブの現状の課題をお互いに確認できたり、積雪

時の活動場所の確保など全てのクラブ運営に関わることを話し合うことが

できた。

③広報活動を保護者向け、生徒向けに

繰り返し行うことで、混乱することなく

8月に地域クラブを開設することができた。

学校間と各競技団体の調整だけでなく、保護者、生徒向けに部活動改革

を繰り返し説明してきた。また、市スポーツ協会内でも、その進捗状況を報告

してきた。さらに推進委員会の開催責任者として、関係団体との連携を行っ

てきた。地域クラブ開催日には、積極的にクラブを訪問し、活動状況や地域

クラブ運営の諸問題（活動場所/消耗品/用具等）の把握に努めてきた。

今後のコーディネート業務を担う人材の発掘及び育成を行わなければ、

地域クラブ活動が持続可能とならない可能性がある。

また、地域クラブ開設に向けて、繰り返しその広報活動を行い、混乱なく

クラブ開設は行えたものの、今後も広報活動は、毎年丁寧に新入生及び

新入生保護者を中心に行う必要がある。

出典：地域クラブ説明体験会実績報告書
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取組内容

2.実証内容と成果

○加賀市地域クラブ指導者募集

要項を策定し、各競技協会及び

加賀市内に勤務する教職員に呼

びかけた。

募集対象者

・加賀市各スポーツ競技協会会員

・同協会の推薦者

・加賀市内教職員

（地域クラブの指導に携わりたい方）

○指導者75名を確保した。

○R6年6月に指導者講習会を実施し、50名が参加した。また、欠席者向けに3回

の補講を行い、全指導者の講習を修了した。

○教職員につては、中学校だけではなく、市内小学校の教職員にも募集し、全部で

14名の教職員の参加があった。

○約９割以上の指導者が協会員のため、より専門的な指導ができた。R6年12月に

実施したアンケートでも、地域クラブに参加して良かった点、満足している点として、

「より専門的な指導が受けられることができること」を参加者の59％があげている。

75名

（男性57名女性18名）

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

登録人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 1名

20代 12名
30代 11名

40代 18名
50代 14名

60代以上 19名

登録者年齢構成

登録者属性

出典：地域クラブ指導者講習会実績書
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取組内容

2.実証内容と成果

【指導者講習会】

対象：加賀市地域クラブ指導者に申込した人

目的：各地域クラブの指導者として、適切に指導するための研修

内容：講義Ⅰ 部活動地域移行の経緯について

講師:統括コーディネーター

講義Ⅱ ハラスメント防止と生徒理解について

講師:学校指導課長

講義Ⅲ 学校部活動が果たしてきた役割と、これからの地域クラブ

に求められること

講師:石川県内大学人間科学部スポーツ学科 教授

工夫して点：・講義後に確認テストを実施し、全参加者が8割以上の合格点

をとり、理解を深めた。

・欠席者には、曜日時間帯を変え、動画等を活用して３回の

補講を行い、全申込者の講習を行うことができた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日：６月７日（日）午前 参加人数：50人

・開催日：６月１８日（火）夕方 参加人数： 5人（補講）

・開催日：６月２３日（日）午後 参加人数：13人（補講）

・開催日：６月２９日（土）午後 参加人数： 7人（補講）

行政側からの説明で、加賀市の少子化の状況とこれからの部活動の

維持することの困難性がわかり、子どもたちのスポーツ環境の確保のため

には、地域クラブの必要性が理解できた。

実際に中学生を指導するにあたり、スポーツハラスメントに留意し、アン

ガーコントロールをしていく必要性を感じた。

講師からは、「学校部活動が果たしてきた役割とこれからの地域クラブに

求められること」という演題で講演を聴かせていただいた。これまで部活動

が担ってきた役割を歴史的背景を交えながら丁寧に話していただいた。ま

た、今後地域スポーツクラブに求められる地域での役割についても少し理

解できた。地域の子どもたちのために、スポーツ環境が持続可能できるよう

に、お手伝いしていきたいと思う。

今回は、第１回指導者講習会ということでもあり、子どもたちのスポーツ

環境確保のための地域クラブ開設の必要性を学んだ。さらに、スポーツハ

ラスメント防止の重要性やこれまでの部活動の役割など地域クラブ活動と

して基本的な内容の研修であった。

今後は、クラブ活動の準備運動や整理運動の必要性だったり、競技毎

の特性に応じた研修会が想定される。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

新入生保護者説明会 全６中学校

新入生説明会 全17小学校

PTA総会 全6中学校

②推進委員会事務局には、スポーツ協会事務員も入

り、連携した。また、総括コーディネーターが加賀市ス

ポーツ協会理事会にも、定期的に出席し説明を実施

した。

③アンケート結果より、移動手段がない生徒の移動手

段のため、企画課・教育庶務課と連携して、実証

事業を検討した。

③R7年8月より、休日の部活動が完全移行するにあたり、部活動で使っていたスクールバスの

活用を、教育庶務課と協議した。また、スクールバスで対応できないところは、企画課と乗合い

タクシーの活用や、公共交通機関の活用などを協議した。結果、R7年8月よりスクールバス等

を活用した、実証事業をR7年8月より実施予定となった。

①部活動顧問会や中学校校長会に出席し、加賀市

部活動改革プランの学校側の理解を進めてきた。

また、市内中学校の生徒・保護者に地域クラブ開設

に向け、繰り返し事前周知を行い、地域クラブ募集チ

ラシを配布することで、混乱なく地域クラブを開設できた。

①学校と連携して進めていくため、部活動顧問会や

中学校校長会で説明してきた。また、市内各中学校

PTA総会においても本市の取組及び今後の見通し

等の説明を実施した。

②現在、7競技種目の地域スポーツクラブが開設されているが、今後はその種目数を増やし、

子どもたちの選択を増やすことを目指している。そのためには、加賀市スポーツ協会の協力が

必要となる。スポーツ協会には、推進委員会の事務局の一員を担ってもらうなどして協力体制

を築いている。また、総括コーディネーターも積極的にスポーツ協会の各種会議に出席し、発信

して理解を深めてきた。

子どもたちは、平日は学校部活動、休日は地域クラブとその活動を理解し、使い分ける必要がある。そのためには、学校側の理解が必要である。これまで、

校長会や部活動顧問会等で繰り返し説明してきたが、まだまだ理解が足りず、兼職兼業届を出す教職員の割合が全国平均より少ない。また、加賀市ス

ポーツ協会に所属する各スポーツ競技協会やジュニアの指導に携わる関係者との連携及び協力も必要である。「加賀市部活動改革プラン」を様々な場面

で周知し、地域住民や加賀市民の方々に協力していただける体制づくりが今後求められる。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実① 地域クラブ説明体験会を開催

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

参加人数 １１６人 指導者数 ４０人

属性 加賀市内中学校 １・２年生

具体的な内容

開会式：地域クラブの説明,体験会の説明
1コマ目：陸上競技,バスケットボール,卓球,ソフトボール
2コマ目：陸上競技,野球,ソフトテニス,卓球
3コマ目：陸上競技,ソフトテニス,卓球

工夫した点

⚫ 3コマ制にし、複数の競技に参加できるようにした。
⚫ 会場を加賀市中央公園内体育施設に集約し、移動時間の短縮を図った。
⚫ 各スポーツ競技協会と連携し、情報を共有してスムーズな流れをつくった。
⚫ 各競技の用具等は、学校等連携して用意をした。

ソフトボール
参加者の声

以前から、野球やソフトボールに興味があったが、体験する場所がなかったので、体験会に参加
できて良かった。当日はソフトボールを手に取った時は緊張したが、先生や先輩が優しく教えてくれ
たので、徐々にコツをつかめるようになりました。またバットを振ってボールが飛んでいく瞬間の爽快
感は格別で、思わず声に出してしまいました。 また、キャッチボールをしながら仲間と会話を弾ませ
るのも楽しかったです。 この体験会を通して、ソフトボールの魅力を存分に感じることができました。

関係者の声

⚫ 3コマにすることによって、複数の競技に参加できることは良かった。
⚫ 3コマにすることによって、1コマの時間が短すぎて消化不良に感じた。
⚫ 会場を集約したが、当日雨天の場合は活動が限られるので難しいと思った
⚫ 開催日が1日だったので、参加したくても参加できない生徒もいたと思う。

運営経費
・卓球トレーニングボール 20個 14,000円
・ソフトテニスボール 40個 18,000円

・学校等連携して用具等を準備したため、
開催費用を抑えることができた。

活動の詳細

目的：地域クラブ開設に向け、

子どもたちが興味ある競技に
参加できるように体験会を開

催した。また、複数競技を
体験できるように、各競技

同日開催とした。

チラシ：体験会チラシ
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実② 加賀市内中学校１・２年 生徒・保護者にアンケート実施

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

アンケート依頼掲示用 A３

アンケート結果より

アンケート依頼配布用 A４

R5年度行ったアンケート結果では、中学生保護者の回答率が低く、回答率を上げるために、

以下の方法でアンケートを依頼した。

・アンケート依頼文の配布

・アンケート依頼文をコドモン配信

・保護者懇談会の待合室に、アンケートフォーム（QR）の掲示

R5年度回答率10％ → R6年度回答率45％に上がった

Q：週1回（土日のどちらか1日）、地域で地域クラブの活動を

行うとしたら、お子さまの送迎に協力できますか。

A：中学生保護の93％の方は、送迎に協力できる。

一方で7％の保護者が、協力できない。

63％

30％

７％

協力できる

負担ではあるが
協力できる

全く協力ができない

移動手段の無い生徒も
参加できるようにする!!

【利用対象】 移動手段がない生徒（アンケート結果より7％の生徒）

【移動手段】 スクールバス等の活用

【送迎区間】 各中学校～地域クラブ会場（20～30分程度）

2025年度実証事業

スクールバス等を活用し、保護者の送迎が難しい家庭を支援する

R７年度は活動場所までの送迎は引き続き、保護者の皆様にご協力をお願いするが、

アンケート結果を踏まえ、スクールバス等を活用した実証事業を行う予定。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

○総括コーディネーターが、退職教員で、市スポーツ協会理事だったこともあり、

学校や各スポーツ競技団体担当者との連携も密となり、活動場所の調整

ができた。

また、積雪時は市内中学校の体育館だけでは活動場所が足りず、市内

高校の体育館の使用も視野にいれて、市内高校も訪問し、市内高校体

育館の使用ができた。

取組の成果

○市スポーツ施設は、年間通して大会等のスケジュールがあり、活動場所は学校施設が中心となる。そのためコーディネーターが、学校を訪問し調整した。

また、積雪時は学校施設の体育館利用が重なるため、コーディネーターが校長会会議で説明し、各競技団体担当者と連携して学校等を訪問して、活

動場所の確保につとめた。

出典:校長会説明資料抜粋

○今後、地域クラブを増加し、学校体育施設の利用が増えてくるため、施設利用の調整に係る業務を学校単位から一元化できるように検討を進める。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

・令和6年度に活動を開始した7クラブ（陸上、野球、バレーボール、バスケットボール、ソフト

テニス、卓球、ソフトボール）に加え、新たに競技種目拡大を目指す。

・令和6年度は一部の部活動で休日の活動を行ってきたが、令和7年8月から休日の部活動

を原則停止にする。

・会場までの移動手段として、実証的にスクールバスを利用した移動手段を検討する。

・指導者研修会の内容を講義形式からワークショップ形式に変更し、指導者の質の向上を目

指ざす。

●今後に向けて

令和6年8月から地域スポーツクラブ（7クラブ）が

活動を開始した。生徒・保護者向けの説明会や体

験会、保護者連絡ツールを活用した情報発信など、

本事業の周知活動を行ったが、参加率は全体の3

割程度に留まった。

指導者の資質向上に向けては、講習会の開催や

指導者との定期的な運営会議を実施した。

事業推進においては、学校、スポーツ団体、地域

団体、保護者など関係者との連携が不可欠であり、

統括コーディネーターが中心となり、密な連絡調整、

会議運営、広報資料作成などを通じて連携体制の

構築に努めた。

児童生徒およびその保護者を対象にアンケートを実

施し、事業成果の確認と課題の整理を行い、今後の

方向性に活かした。

項 目 評 価 理 由

部活の移行度 ◎ 8競技のうち7競技移行完了

関係団体との連携 ◎ 総括コーディネーター設置により円滑に連携できた。

指導者の質・量 ○
クラブ運営できる指導者数は確保できたが、育成の面
で課題が残る。

内容の充実 △ 参加者の満足度は高いが参加生徒が3割に留まった。

学校施設の活用 ○ 学校と連携し活動場所の調整をすることができた。
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2.実証内容と成果③

「加賀市部活動改革プラン」 リーフレット

出典:加賀市教育委員会事務局作成

広報資料

令和5年度の部活動移行推進委員会、スポーツ競技協会とのヒアリング、部活動顧問と競技協会との話し合いを経て、令和６年度８月の

地域クラブ開設にむけて、「加賀市部活動改革プラン」を製作し、ホームページ上にアップし、広く市民に改革を周知した。

リーフレットについて、新入生保護者会及び小学校６年生説明会並びにPTA総会で配布し、令和6年度夏以降の地域クラブ開設及びその目

的を周知してきた。さらに、６月に行われた地域クラブ保護者説明会においても配布し、広く保護者に周知してきた。

また、「加賀市部活動改革プラン」のオンライン動画を作成し、同じくホームページにアップした。

令和7年1月には、「加賀市部活動改革プラン ver.２」を製作し、同様に広く市民に周知した。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果（R6年12月実施）

Q.所属している地域クラブの活動に

満足していますか?

Q.地域クラブに参加して、良いところ、満足しているところを教えてください？（複数回答可）

Q.次年度も継続して、地域クラブに

参加しますか? 中学１年 女子生徒

知らない他の中学校の人たちと練習するのは、最初は
緊張していたけど、練習していくうちにしゃべるようになっ
て、楽しくなりました。

中学１年 男子生徒

学校の部活動ではあまり見本を見せてくれないけど、地域

クラブでは、現役の競技者の先生が手本を見せてくれるの

で、すごく上手になれると思います。

中学２年 保護者

市内の中学生が集まるということもあり、部活動とは雰囲

気に娘も最初はとても緊張している様子でした。指導してく

ださる方もバレーに精通している方ばかりで初めての地域ク

ラブの練習も「初日からハードだった～！」と帰ってきました。

その後も毎回帰りの車に乗るなり楽しそうに話してくれるよ

うになりました。地域クラブを通して、他の学校の子ども、学

年問わず仲良くなることができて、親としては嬉しいという気

持ちが大きです。

他校の生徒との交流ができること

より専門的な指導が受けれる

やりたい種目の活動ができること

勝敗や入賞にこだわらす、気軽に楽しめる

特になし

活動時間（活動日・練習時間等）

テスト期間中の活動

活動場所までの移動が負担

Q.地域クラブに参加して、悪いところや、不満なところを教えてください（複数回答可）?

13.1％
14.4％
14.4％

61.6％

28.4％
49.3％

59.0％
67.7％

※地域クラブ参加者246人中、229人回答

指導者

地域の競技力向上になればとお手伝いしています。学校間

に人数のバラツキはあるものの、市内の中学生が集まること

で孤立する生徒がいないか心配でしたが、男女ともに仲良く

活動しています。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【地域クラブ活動風景①】 【地域クラブ活動風景②】

【R6年5月 新入生歓迎会にて生徒に地域クラブの説明】 【R6年6月 指導者講習会にて講演会】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和5年

推進委員会設置
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和6年8月 令和7年8月

受け皿団体や
指導者の選定
拠点校の選定

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大

令和6年

ステークホルダー

学校、スポーツ協会、スポーツ競技協会

市長部局、市教委、総括コーディネーター

経過

令和5年度より推進委員会を設置し、教育委員会を運営団体とす

る新たな地域クラブ体制を令和6年に構築する推進計画を策定した。

令和5年度12月までに各スポーツ競技協会から地域クラブを開設す

るかの最終回答を得た。また、中学校各競技顧問とも話し合いを重

ね、地域クラブ開設を県大会終了後とし、当初計画よりも遅らせること

になった。その後、「加賀市部活動改革プラン」を作成し、新入生保護

者説明会や小学6年生向けの説明会を実施するなどして、令和6年

度8月地域クラブ開設を周知した。

開設後は、運営競技団体とコーディネーター、行政等で組織する運

営者担当者会を設置し、クラブ活動の現状と課題について話しあった。

実施内容

令和6年度8月より、7競技8団体による休日の地域クラブ活動が始

まっている。市内中学１・２年生の3割にあたる252名が現在地域ク

ラブに登録し、活動している。

実施にあたって生じた課題

市内スポーツ施設については、県外含めた関係諸団体が使用しており、

中学生の優先的な使用が難しい状況にある。現在、土日に学校部活

動を行うことは認められており、学校部活動と学校施設の地域クラブの

使用が重ならないように学校への理解を求めてきたが、なかなか理解を

示さない学校関係者が一部いた。令和7年度8月以降は、休日の学校

部活動が行われなくなるため、その混乱は収束すると思われる。

保護者、子どもたちは、学校、地域クラブのどちらで大会に参加するかと

いうことに関心があるが、地域クラブによってその対応がわかれるため、その

周知に難しさが残った。また、地域クラブによっては、クラブ員数に対して

指導者の不足が課題としてあり、指導者が集まらず急遽開催中止となっ

たクラブもあった。

今後の展開

令和7年8月からは、休日の部活動を行わず、平日部活動、休日地

域クラブ活動を実施する予定である。来年度からは中学1年～3年生ま

での活動となるため、500名程度の参加が見込まれている。また、希望

しても地域クラブに移動できない生徒を対象に、スクールバス等の運用を

想定している。
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3.今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

2023年度
（R５年度）

2024年度
（R６年度）

2025年度
（R７年度）

2026年度
（R８年度） 目指す姿

市

学
校

教師、生徒・保護者のニーズ把握

部活動 （平日・休日） 部活動（平日）

地域移行問い合わせ対応

部活動地域移行推進委員会設置及び会議の実施（年3回）

学校施設やスポーツ施設等の活動場所を確保

地域指クラブ指導者として兼職兼業届申請・指導

利用ルールに基づく学校施設開放

段階的に休日部活動を制限

地域人材（指導者）の募集・任命

平日活動する地域クラ
ブを段階的に増やす

休日部活動の
地域移行をスタート

推進計画策定

スポーツ・文化活動を担う競技団体を確保

新たな支援策を実施

教師の兼職兼業の希望把握

新たな課題への対応

クラブ活動 （休日）クラブ活動 （休日）

段階的に平日部活動を制限

学校施設開放にあたっての
環境整備

部活動地域移行・地域クラブの周知部活動地域移行・地域クラブの周知 部活動地域移行・地域クラブの周知

人材バンクの活用を検討

法人立ち上げ

適正な会費・運営方法を検討

休日部活動の
地域移行を完了

部活動 （平日・休日）

休日の地域クラブ活動

〇
少
子
化
の
中
で
も
加
賀
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
が
持
続
で

き
る
よ
う
な
環
境
を
地
域
の
中
で
整
備
す
る
。

〇
自
分
に
あ
っ
た
地
域
ク
ラ
ブ
を
選
択
し
、
他
校
の
生
徒
や
指
導
者
な
ど
の
多
様
な

人
た
ち
と
関
わ
り
、
専
門
的
な
活
動
が
で
き
る
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
目
指
す
。

〇
将
来
的
に
は
、
部
活
動
を
な
く
し
、
平
日
・
休
日
と
も
に
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
み
で

の
活
動
を
目
指
す
。



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

石川県かほく市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

石川県かほく市

０７６-２８３-７１３６

学校教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 ６４．４４ k㎡

人口 ３６，２３４人

公立中学校数 ３ 校

公立中学校生徒数 ９０５人

部活動数
２２部活
(移行前数)

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済
競技団体との協議を継続しているが、圧倒的な人材資源不足の現状から移行が難航している。
令和７年度は、受益者負担の考え方により、指導者謝礼費および消耗品費のため保護者負
担を求めるが、従前の部費よりも高額な負担は求めにくく、実証事業で配分される額でなお不足
する分を市単独公費で補う予定としている。

部活動別地域移行実施の状況

部活動名 学校名 指導者派遣団体
地域移行の状況

備考
R６ R７予定 R８見込

バスケットボール部 男子 河北台中・宇ノ気中 市バスケットボール協会
（兼職兼業教員）

休日（７月～） 平日・休日 平日・休日
バスケットボール部 女子 宇ノ気中

ソフトテニス部 女子 高松中・河北台中
市ソフトテニス協会
（兼職兼業教員）

休日（５月～） 休日 平日・休日

卓球部
男子 高松中・河北台中

市卓球協会 休日（７月～） 休日 休日
女子 河北台中

軟式野球部
高松中・河北台中

・宇ノ気中
兼職兼業教員

３校合同試行中
（７月～）

平日・休日 平日・休日

バドミントン部

男子
高松中

市バドミントン協会

試行（１０月～） 平日・休日 平日・休日
女子

男子 河北台中 部活動 部活動 移行の詳細未定

男子
宇ノ気中 部活動 部活動 移行の詳細未定

女子

柔道部 男子 河北台中
市柔道協会

（兼職兼業教員）
部活動 休日 休日

バレーボール部

女子 河北台中

市バレーボール協会 部活動

休日 平日・休日

女子
宇ノ気中 部活動 休日

男子

陸上部
男子 高松中・河北台中

・宇ノ気中
部活動 部活動 移行の詳細未定

女子

剣道部
男子 高松中・宇ノ気中

部活動 部活動 休日
女子 宇ノ気中

ソフトボール部 女子 高松中 部活動 部活動 - R7夏季大会後廃部

吹奏楽部
高松中・河北台中

・宇ノ気中
部活動 部活動 移行の詳細未定
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

◉教育委員会

令和７年度末までの改革推進期間における地域クラブ活動の運営主体は、かほく市教
育委員会とする。

月 内   容 

４月 

・令和６年度の地域クラブ活動の周知（案内文書の配付） 

・令和７年度からの地域移行を目指す競技種目の検討 

・部活動地域移行推進本部会議 

５月 

・ソフトテニス部の休日地域移行を開始 

・卓球部合同保護者説明会（高中・河中） 

・総合型地域ＳＣ（クラブパレット）との協議（傷害保険の取扱い等） 

６月 

・卓球部の休日地域移行を開始 

・野球部の地域移行に向けた中学校顧問との意見交換会 

・バスケットボール部の地域移行に向けた中学校長との意見交換会 

７月 

・市バスケットボール協会との協議及び意見交換会 

・バスケットボール部の休日地域移行を開始 

・内灘町部活動地域移行検討協議会との意見交換会 

８月 

・野球部の３中学校合同部活動の開始（宇中・河中・高中） 

・ソフトボール部の地域移行に向けた学校顧問との意見交換会 

・バドミントン部の地域移行に向けた市バドミントン協会及び中学校との協議 

９月 

・市バレーボール協会との意見交換会 

・市ソフトボール協会との地域移行に向けた協議 

・野球部合同部活動への生徒輸送支援 

１０月 

・バドミントン部（高松中）の地域移行に向けた実証事業 

・野球部顧問会との意見交換会 

・バレーボールの地域移行に向けた中学校長会との協議 

１１月 

・市バドミントン協会との協議会（地域移行に向けた諸準備） 

・部活動地域移行に関する中学校長会との意見交換会 

・市ソフトテニス協会との協議（令和７年度からの地域移行について） 

１２月 

・市バスケットボール協会との意見交換会（令和７年度からの完全移行について） 

・市広報誌の原稿作成（地域移行が始まる部活動種目について） 

・市バドミントン協会（七塚支部）との意見交換会 

１月 

・部活動地域移行に関する野球部合同保護者説明会の開催 

・部活動の地域移行に関する保護者説明会（中学校別に開催） 

・県中体連への地域クラブ登録申請等 

２月 

・地域クラブの会員募集案内の作成及び配布 

・地域クラブガイドラインの策定（規約含む） 

・中学校長会との協議及び意見交換会（会員募集等） 

３月 

・市バドミントン協会との協議（高松中の完全移行に向けて） 

・市バレーボール協会との協議（令和７年度からの地域移行について） 

・クラブ入会申込のとりまとめ等 
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３ 校 実施した地域クラブ総数 ３ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ３ クラブ（６ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 １６人 全体の運営スタッフ数 ６人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

かほく
バスケット
ボール
クラブ

かほく
バスケット
ボール
協会

バスケットボー
ル

平日 月・水
休日 土

19：30
～

21：30
16：30

～
18：30

１年２２人
２年１６人
３年 ５人

Ｒ６．７
～

学校体育
館

９人 ２人
無

指導者謝礼
は公費負担

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

かほく
ソフトテニス
クラブ

かほく
ソフトテニ
ス
協会

ソフトテニス 休日 土
8：30
～

12：00

１年１４人
２年 ８人
３年 ５人

Ｒ６．5
～

学校敷地
内テニス
コート

５ 人 ２人
無

指導者謝礼
は公費負担

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

かほく
卓球
クラブ

かほく
卓球
協会

卓球 休日 土
8：30
～

12：00

１年 ９人
２年２９人
３年 人

Ｒ６．７
～

学校体育
館

６人 ２人
無

指導者謝礼
は公費負担

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ



5

主な取組例

2.実証内容と成果

地域クラブ活動で実施
した種目

バスケットボール
ソフトテニス
卓球

運営団体名
かほくバスケットボールクラブ
かほくソフトテニスクラブ
かほく卓球クラブ

期間と日数
バスケット：７月１日 ～ ３月３１日
ソフトテニス：５月１日 ～ ３月３１日
卓球：７月１日 ～ ３月３１日

指導者の主な属性 協会員

活動場所 学校施設内（部活動に同じ）

主な移動手段 保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

Ｒ６は無し 指導者謝礼は公費負担

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●クラブ 活動概要

●各クラブ責任者 １名

役割：クラブチームの総括的な管理を行い、市教育委員会とのパイプ役を担う

●各クラブ指導者 複数名（クラブごとの状況に応じて配置）

役割：各クラブで指導を担う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

かほく市
教育委員会

保護者
生徒

会費納入

各クラブ

活動参加

スポーツ
協会等

指導者
謝礼支払

指導者派遣
消耗品
大会参加費

傷害保険
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取組内容

2.実証内容と成果

これまでの競技団体等との協議が実を結び、いくつかの競技において休日の地域移行

が完了し、また、令和7年度から平日・休日ともに移行するクラブも誕生した。

各競技団体と協議を重ねることにより、多くの競技団体に対して「地域の子ども達は、

学校を含めた地域で育てる」という意識をもってもらうことができた。

競技団体との協議では、地域移行後のクラブの在り方について、市が決めた方法によ

る運営を押し付けるのではなく、競技団体側にクラブの在り方を検討してもらうように促し

た。これにより、競技ごとに適したクラブ運営体制を模索してもらうような意識を醸成する

ことができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

一部の運動部、文化部において、指導者たちの間で地域移行に関す

る意見の相違や温度差があり、地域移行に関する協議が停滞している。

今後も継続的に協議を進め、指導者の方々へ協力を求める。

総括コーディネーターが中心となり、

競技団体と中学校との連絡調整を実

施し、土台作りに取り組んだ。また、

部活動地域移行推進本部との協議

を実施し、現状報告や今後の取組・

方向性を共有した。更に、７月から

合同部活動として活動している軟式

野球部における今後の展開等につい

て保護者説明会を実施した。

・ 地域移行の全体方針作成・進捗管理

・ 地域クラブ活動ガイドライン策定

・ 競技団体との連絡調整

・ 学校との連絡調整
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

競技団体や文化芸術団体との意見

交換において、まずは、休日の地域移行

における指導者の確保（量の確保）に

努めてほしいことを依頼した。

将来的に、平日の地域移行も視野に

入れた指導体制を図れるよう競技団体

と連携強化を図った。

関係者（競技団体）との連絡調整時に指導者の確保（量の確保）が必要不可欠であること

を意見交換会等で説明し競技団体で指導者確保に取り組んでほしい旨を意識付けることができた。

競技団体の理解のもと、必要な指導者数を確保できた競技から、順次地域移行を行っている。

その他、複数の教員の中から、来年度以降、兼職兼業で指導者となっていただけると内諾をいただ

いている。

今後、クラブ指導者となっていただいている方々に対して、石川県の伴走支援に

よる指導者研修やスポーツ少年団指導者研修に参加することを促すことで、指導

者の質の向上を図る。

競技団体や文化芸術団体を通じての指導者の確保を継続するとともに、部活

動指導員へクラブ指導者となっていただくように個別に働きかけることで、指導者の

量の確保を進める。また、地域クラブ指導の意欲がある教員に対しは、兼職兼業

の制度について周知し、指導者となってもらうよう働きかける。

今後の取組事項
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

石川県教育委員会、

石川県中学校体育連盟、

河北郡市中学校体育連

盟、かほく市教育課程研

究部会及びNPO法人ク

ラブパレットとの意見交換

を実施し連携強化を図っ

た。NPO法人クラブパレッ

トとの協議では、部活動

には無い種目の開設・運

営について協議した。

日本中学校体育連盟各競技種目によっては、地

域移行を行う際に必要な資格の取得や大会運営協

力体制等の違いが様々であることが明確になった。

また、ＮＰＯ法人との意見交換では、部活動には

ない新種目の立ち上げに前向きな体制を得ることが

できた。

NPO法人に依頼した、部活動には無い新種目の立ち上げの具体案、時期が未定であり、引

き続き働きかけを進めていく。

現在は、クラブ運営を教育委員会直営で行っているが、将来的には、スポーツコミッション等によ

る運営へと移行することを模索する。今後、スポーツコミッションとの連携体制の構築を進める。

Ｒ６実績
・自重・体幹トレーニング
・ケガ予防講座
・リズムトレーニング
・トレーニングヨガ
・コーディネーショントレーニング
・メンタルトレーニング

・高強度インターバルトレーニング
・エアロビクス
・ボクササイズ
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

移行時に１度だけのユニホーム更新補助

の規約を創設

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

各クラブごとに、指導者の人数や指導実

績から、指導者謝礼分の受益者負担とな

る保護者負担のバランスを分析

■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

地域クラブの運営にあたって

は、持続可能な仕組みづくり

を行なっていく必要があること

から、実証事業における収支

を軸に、適切な受益者負担

額の設定や、公的資金のバラ

ンスについて検証を行なった。

R７予算要求額 Ｒ７負担区分の振分表
保護者負担分

保護者負担金 7,785千円 平日練習移動 660千円 ※スクールバス活用

国補助金 5,000千円 報償費 10,752千円 ※指導者謝金＠1600円/時

市一般財源 3,711千円 需用費 2,413千円 ※ボール等

役務費 820千円 ※保険料、郵送料、口振手数料

補助金 1,851千円 ※ユニフォーム、低所得者配慮

歳入計 16,496千円 歳出計 16,496千円

歳入 歳出

Ｒ７負担区分の振分表
保護者負担分 市負担分

指導者謝礼 5,192千円 指導者謝礼 5,560千円

需用費 2,413千円 練習送迎バス経費 660千円

保険料 180千円 郵便料 96千円

口座振込手数料 544千円

ユニフォーム補助 1,270千円

参加者支援補助 581千円

合計① 7,785千円 合計② 8,711千円

①＋②＝ 16,496千円
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

生徒は、もともと部活動で使用していた学校体育施設、社会体育施設をそのまま活用することで慣れ親しんだ施設で活動することができた。

地域クラブが学校体育施設、社会体育施設を使用する際は、施設使用料を減免することにより、保護者負担を低減することができた（令和６年度

は、会費徴収を行っていないため、実質的な効果は令和７年度から現れる見込み）。

取組の成果

今後、未移行の部活動が移行する際も、移行済みのクラブと同様、部活動のときと同じ学校体育施設、社会体育施設を使用できるよう、活動場所

の確保と施設使用料の減免の調整を行なっていく。

移行する部活動によっては、指導者の都合等で練習時間が夕方から夜へ変更となるケースも出てくる見込みであり、練習場所の確保が難航する恐れ

がある。既存施設利用団体と利用時間等の調整を行うほか、既存施設利用団体と合同での練習（同一競技について幅広い年代での合同練習等）

ができないかなど、あらゆる可能性を検討しながらクラブの活動場所の確保を図る。

保護者負担（受益者負担）の低減、活動場所の確保および生徒の安全確保を行うため、部活動のときに使用していた学校体育施設、社会体育

施設をそのまま地域クラブの活動場所とし、施設使用料の減免の調整を行った。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

一部の地域クラブで指導者人数が過多となる傾向があり、保護者負担および公費負

担増に繋がる可能性があるため、適切な指導者人数となるよう競技協会と協議を行っ

ていく。

〇改革推進期間後も展開を推進する観点から、休日だけではなく平日も含めた地域クラブ活動への移行に向け、各競技協会と協議を行った。

〇部活動の地域移行に関して、広く市民に理解を求めるため、市広報等で進捗状況を紹介した。

・一部の地域クラブで指導者が過

多となり、同一時間内の指導を制

限するなど、配置の工夫を行った。

・部活動顧問に指導の意向がある

場合は、兼職兼業で地域クラブの

指導にもあたってもらうように促した。

指導者の属性や配置の工夫

・平日と休日の指導者が異なる場合において、

指導の一貫性を確保するため、生徒の指導に

関する情報共有を定期的に行うこととしている。

一貫指導に関する部活動顧問との連携事例取組の成果

○すでに合同部活動を行っていた部活動について、学校、

競技団体、保護者等との協議を速急に進め、平日も含め

た地域クラブとして活動を行う目途が立った。その他競技に

おいても、試行的に地域移行を行うなどの検証を進め、令

和７年度から３つの平日・休日ともに移行する地域クラブ

が誕生する見込みとなった。

〇地域移行の進捗状況についての広報を行うことで、市

民の間で部活動地域移行の認知度が高まった。
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広報資料

2.実証内容と成果②
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2.実証内容と成果③

参考資料

広報資料
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2.実証内容と成果③

参考資料

広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【５対５ゲームシチュエーション指導①】 【 ５対５ゲームシチュエーション指導②】

【 ５対５ゲームシチュエーション指導④】 【クールダウン後の講評】

【 ５対５ゲームシチュエーション指導③】

【指導者反省会・課題検証】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

庁内連絡体制
の構築

令和６年 令和７年 令和８年

競技団体との
協議

準備が整った
競技から地域
クラブ活動の
開始

未移行部活動の
移行に向けた関
係団体との協議

部活動の休日
地域移行完了

●ステークホルダー

競技A 部活動顧問・保護者

●経過

・市内中学校で合同部活動実施

（肯定的な意見）

→練習の幅が広がり生徒たちにとって良い刺激となっている

→大人数での切磋琢磨が良い雰囲気を生む

→課題よりプラス面が多い

・部活動顧問との意見交換実施

→地域クラブへ移行後も兼職兼業で指導に携わりたい

→（市民の教員）異動したとしても、市民としてクラブの指導に携わ

っていきたい

・保護者説明会開催

●実施にあたって生じた課題と対応

・練習場所への生徒の移動方法の確保

→生徒の移動は、スクールバスを使用することで対応

令和７年度から平日も含めて、地域クラブとして活動開始

令和５年

ガイドライン
策定

●ステークホルダー

競技B 競技団体・学校長

●経過

・競技団体・学校長・教育委員会で意見交換実施

・次年度からの地域移行を見据え、試行的に地域移行実施

●実施にあたって生じた課題と対応

・既存部活動の移行に当たって、クラブでの活動を望む生徒と部活動

での活動を望む生徒に分かれる（競技志向か否か）

→地域クラブ設立後も部活動は併存。新規部員の募集は行わず、

現時点の部員が引退後に部活動を廃止

・消耗品に係る経費が大きく、補助が必要

→消耗品に係る費用は、クラブ会費及び市費から支出することとし、

保護者から追加の負担は求めない

・大会参加に係る移動方法の確保

→生徒の移動は、スクールバス使用、保護者の車乗り合わせで対応

令和７年度から平日も含めて、地域クラブとして活動開始

上記費用負担の考え方などは、他クラブ運営にも適用



18

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

Ｒ６年度（2024） Ｒ７年度（2025） Ｒ８年度（2026）

河北台中
（男子）

宇ノ気中
（男女）

高松中

河北台中

宇ノ気中

地域クラブ開始
（平日・休日）

地域クラブ活動
（平日・休日）

部活動の継続
＊Ｒ８まで学校部活動継続
（新入部員の募集停止）

部活動の継続
＊夏季中体連大会終了
後、部活動を廃止

河北台中 未定 部活動 部活動の継続 移行の詳細未定
平日の部活動は
継続（Ｒ８）

宇ノ気中 未定 部活動 部活動の継続 移行の詳細未定
平日の部活動は
継続（Ｒ８）

3

参考事項競技種目 学校名
地域クラブ
の指導者

学校部活動の地域移行計画

部活動は廃止
（R６年度末）

2 軟式野球
教員

（兼職兼業）
合同部活動

地域クラブ開始
（平日・休日）

＊部活動を地域クラブへ完
全移行（部活動廃止）

地域クラブ活動
（平日・休日）

部活動は廃止
（R６年度末）

1
バスケット
ボール

市バスケット
ボール協会

休日のみ移行

地域クラブ開始
（平日・休日）

＊部活動を地域クラブへ完
全移行（部活動廃止）

地域クラブ活動
（平日・休日）

バドミントン

高松中
市バドミン
トン協会

学校部活動
（地域移行試行）

部活動は廃止
（R８年度中）
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

高松中

河北台中

高松中
（男子）

市卓球協会 休日のみ移行 休日のみ移行 休日のみ移行

河北台中 市卓球協会 休日のみ移行 休日のみ移行 休日のみ移行

6 ソフトボール 高松中 － 部活動
部活動の継続

＊新入部員の募集停止
（中体連大会後、廃部）

－
部活動は廃止
（R７年度中）

宇ノ気中
（男子）

市バレー
ボール協会

部活動 休日のみ移行 休日のみ移行

宇ノ気中
（女子）

部活動 休日のみ移行 休日のみ移行

河北台中
（女子）

部活動 休日のみ移行 休日のみ移行

平日の部活動は
継続

休日のみ移行

5 卓　球
平日の部活動は

継続

7 バレーボール
平日の部活動は
継続（Ｒ７～）市バレー

ボール協会

4 ソフトテニス
市ソフトテ
ニス協会

休日のみ移行 休日のみ移行
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

8 柔　道
河北台中
（男子）

市柔道協会
兼業教員

部活動

地域クラブ開始
（平日・休日）

＊部活動を地域クラブへ完
全移行（部活動廃止）

地域クラブ活動
（平日・休日）

部活動は廃止
（Ｒ６年度末）

高松中
（男子）

市剣道協会 部活動 部活動の継続

宇ノ気中 市剣道協会 部活動 部活動の継続

高松中

河北台中

宇ノ気中

移行の詳細未定
平日の部活動は

継続

9 剣　道
休日のみ移行
（詳細未定）

平日の部活動は
継続（Ｒ８～）

10 陸上競技 未定 部活動 部活動の継続



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

石川県野々市市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

石川県野々市市

076-227-6162

教育総務課 学校教育係
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

本市は２校の中学校を設置しているが、

両校ともに生徒数は750名を超えている。

また人口増に伴い、生徒数も増加の一

途を辿っていることから、約16の部活動を

設置している両中学校では、統合や整

理等のダウンサイジングや、複数顧問制を

敷くことによる教員の負担軽減につながり

にくい現状がある。加えて、うち１校の男

子バスケットボール部については、過去２

回の全国中学校体育大会優勝の実績

を誇り、令和４年度も準優勝に輝くなど、

地域と学校をつなぐコンテンツの一つとして、

部活動に対する地域や保護者の期待も

未だ根強い。

計画推進期間となる２年目、そして３

年目に向けた事業拡充に向けて、対象と

なるモデル部活動の増加を実現するため

には、運営事務局の機能強化と地域指

導者の増員とそのサポート体制の構築を

確実に図っていく必要がある。年度ごとに

適切かつ具体的なアセスメントとアジャイ

ルを繰り返しながら、より機動的な対応を

可能とする環境整備の具現化を図り続

けることで、推進期間内に全ての市協

会・団体が、今後の連携や改革に向けた

一歩を、自信をもって踏み出すことが可能

となると考える。

面積 13.56 k㎡

人口 54,574 人

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 1,566 人

部活動数 38 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済み

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済み
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・検討組織委員会の運営、事務局への指導助言、会計事務補助（教育総務課）

・市スポーツ協会との連携（スポーツ振興課）

・コミュニティ・スクール推進員との連携（生涯学習課）

◉首長部局

・市文化協会との連携（地域振興課）

令和6年4月
事務業務委託契約
※R5実証モデル部活動（柔道）
は契約締結後に活動開始

令和6年5月

検討組織委員会①
R6関係者Webアンケート（①生
徒・②教員・③市スポーツ・文化団
体関係者・④保護者）
※男子バスケットボールは地域指
導者の研修受講・契約締結後に
地域主導の部活動開始

令和6年6月
関係団体ヒアリング（教員・市ス
ポーツ団体・大学）

令和6年7月 検討組織委員会②

令和6年9月 新規R6実証モデル部活動の開始

令和6年11月 検討組織委員会③

令和6年12月
「野々市市 部活動における持続可
能な体制づくり研修会」開催

令和7年2月
R6実証モデル部活動関係者
Webアンケート実施

令和7年3月 検討組織委員会③
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 2 校 実施した地域クラブ総数 １ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １ クラブ（２ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 6人（地域指導者＋大学生） 全体の運営スタッフ数 ８人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

未定

野々市
市教育
委員会
（一部
民間委
託）

柔道 月３～４回
9:30
～

12:00

２年：８人
１年：５人

1月11日
～

2月15日

金沢工業
大学柔道
場

３ 人
８ 人

（内、兼務５
人）

月会費
1,000円

部活動として
参加



5

●統括責任者

役割：活動における管理者として、学校、保護者との連携を行う

●主任指導者 1 名

役割：活動における主任者として、生徒への指導を行う

●運営補助者

役割：活動において、主任指導者の補助として、指導を行う

主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

柔道

運営団体名 未定

期間と日数
柔道：１月11日 ～ ２月15日

月３回程度

指導者の主な属性 教師の兼職兼業、大学教員

活動場所 市内大学、公的施設

主な移動手段
自転車、保護者による送迎、徒歩で移
動可能な場所を活動場所として設定

１人あたりの参加会費
等（年額）

12,000円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：2,000円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●「未定」 活動概要

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

野
々
市

団
体
名

未
定
（
運
営
主
体
）

野
々
市
中
学
校

柔道
布
水
中
学
校

業務委託
参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入
・連絡体制
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取組内容

2.実証内容と成果

○休日の部活動の管理運営：

多くのスポーツクラブ等が課題として、抱えている事務局機能を第三

者が一元的に請負う仕組みを考案・実践し、「リモート事務局」を

近畿日本ツーリスト（株）に委託し、その効果を検証した。

〇現行クラブ等が行う事務局業務（コーディネーター）を近畿日

本ツーリスト（株）へ委託。

保護者への連絡調整、月会費の徴収と指導者の派遣、会場の確

保まで事務局に求められる全ての業務を「リモート事務局」として遂

行した。本年度は、当該業務委託で実施し、将来的に保護者負

担や協賛金等で運用できる仕組みづくりを行った。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

【コーディネーター（リモート事務局）】

・学校、参加者、指導者への連絡調整を実施 ・参加者への部費回収業務

・保護者説明会の開催についてもオンラインにて実施 ・指導者への給与払いにおけるスキームの管理
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取組内容

2.実証内容と成果

○リモート事務局の活用により、地域指導者（教員）の業務軽

減につながり、「実証事業だけでなく、年間を通して実施できるよ

うにしてほしい」と声が上がった。

○地域クラブに参加した保護者からもリモート事務局の活用につ

いては概ね良好な意見を得ることができた。

○アプリを通した部費の回収業務においては、アプリの登録＋クレ

ジットカードの登録をもっとシンプルにできるようにお願いしたい。と

の声があがり、課題が残る。

〇地域クラブ運営（指導者・参加者の管理）を実証の中で教

育員会として本来行う調整業務民間企業に任せたことで、担当

にとっての業務軽減にも繋がった。

今後地域クラブを増やしていく上でなくてはならない手段と考える。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域クラブの運営を、受け皿となるクラブに全て任せる事はクラブにとっての負担となるので、今年度実証事業で行った座組をより拡大していきたい。

ただ、部費回収アプリや事務局の質についてはまだまだ課題があるので、より精度の高いサービスを民間事業者には期待したい。

←とても不安 とても安心して任せる事ができた→

KNT部活動運営事務局についての感想を教えてください（地域指導者）

←とても不安 とても安心して任せる事ができた→

KNT部活動運営事務局についての感想を教えてください（参加保護者）



8

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇２校の部活動を合同で実施する形態を基本とした

〇本市が面積13.56平方キロメートルのコンパクトシティであること、本市が

設置している中学校が２校であること、その２校ともが大規模校であり生徒

数が非常に多いことなどの特徴を効果的に活用するために、２校の部活動

を合同で実施する形態を基本としている。移動に時間があまりかからないこと

や、徒歩や自転車での移動も現実的であるため、学校以外の場所での活

動となっても、他市町と比較すると容易である。また合同で活動することによ

り、活動場所・指導者数に余裕や選択肢が生まれるほか、２中学校の生

徒間の交流もできるため、これまでの部活動では得られなかった経験が可能

な場となる

○野々市市市教育委員会

・地域クラブ運営、予算管理

・関係機関＆学校との連絡、調整

・理解促進に向けての広報

・諸謝金等の事務処理

取組事項 各自治体の役割

〇参加者（保護者）から２校合同での地域クラブ

の実施について「他校の生徒と一緒に大学生などか

ら教わることができ、良い刺激になり、知識、技術の

向上ができ良かったと思います。良い機会を作って頂

きありがとうございました。 」との声をいただいた。

取組の成果

移動手段

事務局運営の方法

○保護者の送迎協力

○事務局運営に関わる業務を「リモー

ト事務局」として民間に委託

〇保護者への連絡調整、月会費の徴

収と指導者の派遣、会場の確保、指導

者の管理＆謝金の支払い業務を行った

来年度以降も「野々市市地域柔道クラブ」に参加させたいですか（保護者）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇地域柔道部の指導者には金

沢工業大学柔道部の大学生に

協力いただき、部活動運営を

行った。

〇令和５年度に参加した生徒

のアンケート回答からは、「手本と

なる大人・大学生との出会い」を

上位に挙げる生徒が多かった。

ロールモデルとなる大人との直接

的な関わりを持つことが、モチベー

ションや活動の質を高めていたこ

とがうかがえることから、他競技に

おける大学生との交流機会の拡

充については、対象となるモデル

部活動が決定した段階で、大学

側のニーズや実施可否も含めた

調整を速やかに図った。

参加人数 １３人 指導者数
地域指導者３人（教員）
金沢工業大学 大学生 3人

属性 大学生の指導活用

具体的な内容
金沢工業大学の大学生に指導協力をお願いし、地域指導者と共に地域柔道部に参加する中
学生へ向け指導を行った。

子供の声
⚫ 大学生などから教わることができ良い刺激になり知識、技術の向上ができ良かったと思います。
⚫ とても分かりやすくて沢山のことが身に付きました

関係者の声
⚫ 地域移行には地域と金沢工大の協力が必要（指導者、金沢工大以外の場所の確保など
を全て金沢工大に依存では今後につながらない。）

活動の詳細
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

リモート事務局については、今後地域クラブを拡大していく上で指導者への業務軽減

に繋がることと参加者からも「安心して任せることができた」との声が多かったので、地域

移行を進める上で機能するサービスだとわかった。

ただ、部費の回収システムなど委託事業社に改善をしてもらわなくてはならないサービス

が本実証を通してみえてきたのも事実だ。

今年度行った地域柔道部の参加者と地域指導者（教員）は元々地域移行にある

程度理解がある方々だったが、他の種目については地域移行の理解を保護者や教員

に丁寧に説明することが大事なので進めていきたい。

●今後に向けて

○休日の部活動の管理運営：

多くのスポーツクラブ等が課題として、抱えている事務局

機能を第三者が一元的に請負う仕組みを考案・実践

し、「リモート事務局」を近畿日本ツーリスト（株）に委

託し、その効果を検証した。

〇現行クラブ等が行う事務局業務（コーディネーター）

を近畿日本ツーリスト（株）へ委託。

保護者への連絡調整、月会費の徴収と指導者の派遣、

会場の確保まで事務局に求められる全ての業務を「リ

モート事務局」として遂行した。本年度は、当該業務委

託で実施し、将来的に保護者負担や協賛金等で運用

できる仕組みづくりを行った。

〇２校の部活動を合同で実施する形態を基本とし、

金沢工業大学の大学生に指導の協力をお願いした。

リモート事務局の活用については、地域指導者・参加者共に概ね「安心して任せるこ

と事ができた」と意見をもらうことができた。

また、地域指導者（教員）の業務軽減につながり、「実証事業だけでなく、年間を通

して実施できるようにしてほしい」と声が上がったことは大きな成果であった。

大学生を活用した指導についても保護者・参加生徒からも良い回答を多く得ることが

できたので、引き続き来年度以降も継続をしていきたい。

事務局にて行ったアプリを通じた部費の回収業務については、キャッシュレスで部費を回

収する便利さがある反面、登録をする上での手間に加え利用者にとって使いにくいサー

ビスであったので、改良をしたサービスを事業社には求めたい。

ただ、将来的に保護者負担を求めた場合の現金回収は現実的でないので、今年度

の取組は多いに参考となった。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q. 【保護者】「 野々市市地域柔道クラ
ブ 」のお知らせを聞いた時のお気持ちは?

Q. 【指導者】指導者の協力依頼を聞いた
時のお気持ちは？

Q.【参加生徒】「 野々市市地域柔道クラ
ブ 」に参加した満足度は？

Q. 【指導者】来年度以降も指導者として
協力したいと思いますか？

中学1年生

とても分かりやすくて、沢山のことが身につきました。

中学1年生

色々なことを教えていただきありがとうございます。

指導者

是非とも年間通して実施できるようにしてほしいです。

指導者

指導者と場所の確保が課題だと感じた。

地域での協力が必要。

ぜひ参加したい
100%
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2.実証内容と成果③

【保護者向け説明会資料】

参考資料

保護者向け説明会資料

出典:近畿日本ツーリスト 部活動畝に事務局

広報資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【全体ストレッチ】 【生徒（手前側）、大学生指導者（奥側）】

【朝礼風景】 【ランニング】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

検討組織委員会の設
置

検討組織委員会の拡
充、モデル部活動の

検討開始

関係者対象研修会開
催

関係者へのニーズ調

査とヒアリング実施、

モデル部活動の決定

生徒及び保護者への
説明、プレ活動、実証

事業の開始

運営事務業務の民間
委託先決定

モデル部活動による
地域主導の部活動開

始

地域主導の部活動の
拡大

令和元年〜 令和４年 令和５年 令和６年

「持続可能な持続可能な

体制づくり検討組織委員

会」という名称で設置し、初

年度は教育委員会事務局

職員（２名）と市内中学

校長（２名）のメンバーで

構成された。

年１回の開催で、学校サ

イドのニーズを把握するため

のヒアリングとしての意味合

いが強い会議であったが、

早期の段階で会を立ち上

げられたことは、教育委員

会を始めとした市側が、学

校が抱える課題の一つとし

て早期に認識する契機と

なった。

国からの新たな提言が発

出されることを見越して、

様々な立場や専門的な視

点を加えた協議等を行うこ

とが必要であるという認識

のもと、学識経験者・研究

者、両中学校の部活動後

援会の代表者、市スポーツ

団体と市文化団体の代表

者、民間スポーツ団体の代

表を委員に加えて拡大強

化した。

新しいメンバーを加えた計

12名で、幅広い議論や協

議を進めることができ、市

推進計画の策定に向けた

調査を兼ねたアンケートの

実施につなげた。

指導者の派遣等の連携

先として期待される 「市ス

ポーツ・文化団体」や中学

校保護者も合わせた各関

係者が、正しい知識と情報

共有を行う必要性があるこ

とから、検討組織委員会と

市PTA連合会の共催によ

り、柔道男子日本代表前

監督の井上康生氏をリモー

ト講師として招き、説明会

兼研修会を開催した。

著名人である講師から、

受益者負担の考えが準備

の上で大切であるとの助言

をいただけたことで、保護者

の理解促進につながった。

市推進計画案のパブリッ

クコメントの実施と合わせて、

関係者である（生徒・教

員・保護者・市スポーツ団

体及び市文化協会）への

Webアンケートを実施し、

その分析結果から今年度

より実施可能となるモデル

部活動の選定につなげた。

前年度に続いて２回目

のアンケートであったため、

踏み込んだニーズ調査の

意味合いを強く持たせるこ

とができ、指導者の派遣元

となる協会とのヒアリングも

円滑に実施することができ

た。

９月から、土曜日に学校

主導で実施する部活動に、

地域指導者が参加する「プ

レ活動」を実施した。

生徒及び保護者の不安

感を解消するとともに、指

導ニーズの把握とそれに十

分に応えられるコンテンツが

提供できたことから、正式な

活動開始に向けた期待感

をより高めることができた。

その後、令和５年度の実

証事業における運営業務

の民間委託先を決定し、

12月から2月までの期間で

実証事業を行った。

前年度の実証事業での民

間委託先との契約に至ること

ができなかったため、再度、

委託先を探すこととなった。

県内には委託できる企業が

なかったことから、県外企業に

業務を委託することとなった。

前年度は、現場責任者を

派遣していたが、今年度はそ

れを廃止し、県外に設置した

事務局で活動中の対応を

行った。ほとんどのケースでは、

この形で対応ができたが、今

後の事業展開をする上では

更なる検討・改善の余地が

あり、課題を見出すことがで

きた。

令和６年度は、1月上旬から２月中旬までの期間中の土

曜日のうち計５回の両校柔道部の活動を、地域主導の部

活動として、学校から切り離した形で活動した。金沢工業大

学との連携によって、より専門的な指導を受けられることは、

柔道未経験者の顧問がいる学校の生徒にとっても充実した

時間となっていたことは成果である。

令和６年度は、男子バスケットボールの活動も計画してい

たが、前年度に立ち上げた受け皿となる地域クラブの活動状

況や、平日に活動する学校部活動の様子、生徒・保護者・

顧問のニーズ等や、関係者へのヒアリングを進める中で、もう

少ししっかりとした土台づくりが必要と判断し、次年度以降の

活動のための準備期間とした。スムーズな事業展開には、準

備やニーズ把握が重要である。

ここまでの成果・課題から、令和７年度以降は関係者の

ニーズはもちろん、平日の学校部活動の状況把握や学校部

活動の顧問との連携など、関係者へのヒアリングを含めた準

備作業を十分に行い、モデル部活動の拡大に向けた選定を

進めていく。

令和７年〜
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

年度 ※当初の目標 実績値

令和５年度 １または２ １

令和６年度 ４ ２

令和７年度 ８ ４（目標）

令和８年度 １６ ８（目標）

地域主導による土日の活動ができる部活動数

※野々市市 部活動における持続可能な体制づくり
推進計画（令和５年４月策定）より



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

石川県津幡町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

石川県津幡町

076-288-2125

生涯教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

令和6年度より初めて部活動地域移行を行う。

現在、津幡町では野球、ソフトテニス、男子・女

子陸上、男子・女子バレーボールなど合計35の

運動部活動が津幡中学校・津幡南中学校の2

中学校でそれぞれ活動している。そのため、津幡

中学校のみで活動する部活動や、津幡南中学

校のみで活動する部活動があるが、通学先が異

なる生徒でも所属したい部活動のある中学校で

部活動を行うことはできる。

今年度より、津幡南中学校の相撲部の休日

部活動地域移行の取組を行った。また、令和7

年度より津幡中学校の男子バドミントン部が募

集を停止する。

平成30年と令和6年とを比較すると、津幡町

の小学生の合計人数が210人減、中学生の合

計人数は86人減少している。

今後も少子化のために児童・生徒数は減少し

ていくことが見込まれており、部活動の維持をする

のは困難となるものと考えられる。

地域で中学生がスポーツに親しめる場を用意

できるように、町内の各種競技団体と連携し、

部活動の移行を進めていくためにも丁寧なプロセ

スを踏んで、各ステークホルダーの理解と協力の

もと地域移行を進める必要がある。

グラフ等データ
※出典も要記載

グラフ等データ
※出典も要記載

面積 110.59 k㎡

人口 37,512 人

公立中学校数 ２ 校

公立中学校生徒数 1,051 人

部活動数 35 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置なし

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定なし

2,233 

2,191 

2,130 

2,074 

2,065 

2,059 

2,023 

1,137 

1,091 

1,125 1,125 

1,091 

1,048 

1,051 

1,000

1,050

1,100

1,150

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

中
学
生
数

小
学
生
数

津幡町小中学生数推移

出典：津幡町教育委員会
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会
・生徒、保護者への説明会の開催
・教員への説明会および地域指導者と教員との連携構築

◉首長部局
・事務局、コーディネーター ・競技団体、ジュニアスポーツクラブとの連絡調整
・学校施設や体育館のスケジュール調整 ・保険加入や指導者への報酬支払

・アンケート調査 ・スポーツ協会との連絡調整

令和6年４月
相撲部との打合せ及び休日の
地域移行開始

令和6年6月
～12月

各種競技団体との打合せ

令和
6年12月

令和7年1月

男子バドミントン部の地域移行
について津幡町バドミントン協
会との協議

相撲部聴き取り調査、実績報
告

令和7年1月

津幡町バドミントン協会と男子
バドミントン部の翌年度からの
平日・休日の地域移行の開始
を確認

令和7年2月
サッカー協会と部活動の地域移
行について協議を開始
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 2 校 実施した地域クラブ総数 1クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 1クラブ（1 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0クラブ

全体の指導者数 ４人 全体の運営スタッフ数 ４人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

津幡町少年
相撲教室

津幡町
相撲連
盟

相撲（新）
月約１０
回
週約２回

午前８
時３０
分～１
１時
または午
後１時
３０分
～４時

１年生４人
２年生２人
３年生４人

４月１日
～
３月３１
日

津幡町総
合体育館
相撲場

４人
４人
（内、兼務４
人）

月の活動内
容に応じてそ
の都度算出
して徴収

中体連：部
活動
その他：部活
動もしくは地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●特になし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

相撲

運営団体名 津幡町相撲連盟

期間と日数
４月１日～３月３１日
月 約１０回 週 約２回

指導者の主な属性
公務員
（特別支援学校教員・町役場職員）
会社員

活動場所 津幡町総合体育館内相撲場

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

月の活動内容に応じて
その都度算出して徴収

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

津幡町少年相撲教室 活動概要

●監督（中学生）

役割：活動における責任者として、学校、保護者との連携を行うほか、

主な競技指導を行う

●コーチ ３名（内１名小学生監督）

役割：監督の補佐として、競技指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

津
幡
町

津
幡
町
少
年
相
撲
教
室

津
幡
町
相
撲
連
盟
（
教
室
運
営
団
体
）

津
幡
中
学
校

小学生

中学生

町
外
小
学
校

町
内

小
学
校
９
校

謝金の
支払い

参加

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・保険加入
・連絡体制

津
幡
南
中
学
校
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取組内容

2.実証内容と成果

コーディネーターを配置し、相撲

部と中学校などの連絡調整に伴

う業務や、各種競技団体との連

絡・調整を行う。

また、指導者への謝礼金の支

払事務を行う。

相撲部の休日部活動移行がスムーズに行われ、所属生徒への聴き取りにおいては、不満の声は聞こえなかった。

中学校とクラブ間においても特段の混乱はなく、移行できた。

令和7年度から男子バドミントンの地域移行のための協議を津幡町バドミントン協会と行うための連絡を調整を行

い、令和7年度からの地域移行について、協力体制の構築が可能となった。

その他の競技団体とも協議を重ね、地域移行に向けての課題点等を明確にし、前向きな協議ができている団体

もある。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・相撲の地域クラブと中学校との連絡調整を行い、スムーズな連携に努め

た。

・各種競技団体との協議の場を設けるための連絡・調整を行い、協力体

制の構築の一助となった。

地域移行に協力的な競技団体だけではなく、協議にも難色を示すよう

な団体もある。継続的に協議を重ね、部活動地域移行の趣旨を理解し

ていただき、協力を要請する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

今年度においては、学校施設を利用するような部活動の地域移行がなかったが、来年度から男子バドミントン部が地域移行する際には学校の体育館

を利用することもあることに加え、今後は他の部活動も学校施設を利用することが予想される。その際に、施設利用における利用料の免除について、どの

団体が部活動地域移行を受け入れている団体なのかが、学校開放事業を実際に受託している（一社）津幡町スポーツ協会では判別しにくいという意

見が（一社）津幡町スポーツ協会から出た。それを受けて施設利用申請時のルールを（一社）津幡町スポーツ協会と相談し、部活動地域地域移行

を受け入れするクラブが利用申請を行う際は、当該クラブから津幡町教育部生涯教育課に施設利用申請を提出してもらい、当課が当該クラブが部活動

地域移行を受け入れするクラブであることを認めたうえで、当課から（一社）津幡町スポーツ協会に利用申請を提出し、当該クラブの使用料を免除とす

ることを（一社）津幡町スポーツ協会と確認した。

取組の成果

部活動地域移行クラブが今後増えていくに従って、活動場所の取り合いとなってしまうこと見込まれる。そのため、（一社）津幡町スポーツ協会とも協力

し、活動場所の確保に努める。

学校施設を利用するためのルールを策定し、使用料免除の手続きを学校開放事業を行っている（一社）津幡町スポーツ協会に対して行う。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

来年度より、休日だけでなく平日の地域移行を男子バドミントンで行うことなり、施設

の確保や保護者の負担、クラブの責任など、新たな課題が出てくるものと思われる。男

子バドミントンの状況を確認しながら、課題や解決方法を探っていきたい。

また、今後地域移行クラブが多くなるにつれ、活動施設の確保はますます難しくなるこ

とが予想される。部活動地域移行クラブの活動における場所の確保のために、町内の

体育館施設の管理者とも協議を重ねる必要がある。

●今後に向けて

今年度、初めて津幡町として中学校部活動の地

域移行を行った。津幡南中学校の相撲部をモデル

ケースとして休日のみを地域移行とする取り組みを行

い、現時点では特段の混乱なくスムーズに休日の地

域移行が図れたと考えている。

また、相撲以外の競技団体との協議を重ねた結果、

来年より新たに男子バドミントン部の地域移行を行え

る見通しが立った。コーディネーターの働きを含め、協

議を通じて部活動地域移行への理解・協力を引き

出せた結果と考えている。

一方で、指導者や活動場所の確保が難しいために、

現時点ですぐに部活動地域移行を始めるのは困難と

いう部活動も多く、今後も引き続き競技団体と協議

を重ね、部活動地域移行をスムーズに行えるように

協力体制を築く必要がある。

津幡南中学校の相撲部の休日の部活動地域移行を行い、生徒・指導者・保護

者・中学校からは特段の混乱したとの意見もなく、スムーズに休日の部活動地域移行

ができたと考えている。

コーディネーターが各団体等との連絡・調整を行いながら、協議を重ねた結果、募集

停止となった男子バドミントン部の地域移行を津幡町バドミントン協会が引き受けてく

れることとなった。他団体とも協議の結果、早期の地域移行に向けて競技団体内で

調整や、地域移行クラブ立ち上げに向けた話し合いを行うことができたために、部活動

地域移行の機運が高まりつつあると考えている。
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参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声

中学１年生

以前までは、津幡南中学校にしか相撲部がなく、相撲を続ける場合は、校区外へ進学する選択肢しかなかっの
ですが、地域移行のおかげで校区内の津幡中学校に進学しても相撲競技を続けることができて嬉しいです。

中学３年生

津幡南中学校には、相撲競技専門の顧問の先生がいないので、地域移行で専門の指導者に指導してもらうこ
とで、より稽古に集中できる環境が整ったと思います。後輩の小学生たちも、進学先を変更しなくても相撲を続け
られるのでいいと思います。

監督

これまでも本クラブは、小学生中心の地域スポーツクラブとして活動しており、中体連主催の大会以外には、中
学生も津幡町少年相撲教室として参加していましたが、津幡町はまず休日の部活動地域移行を進めていくと
のことで、これまでは無償での指導でしたが、謝金をいただけることになり、大変感謝しています。
相撲競技は、中体連主催の全国中学校体育大会が2027年から実施されないため、同年からは平日も部活
動ではなく、津幡町少年相撲教室として地域主体の活動を行う予定です。

コーチ（小学生監督）

相撲を続けたい小学生が友人と離れたくない、保護者からは校区外の中学校への進学はしたくない、などの声が
ありましたが、地域移行により、あまり環境を変えることがなく競技を続けれるようになったことはとても良かったです。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【相撲練習２】 【相撲練習指導風景２】

【相撲練習】 【相撲練習指導風景】

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること

写真
※何の様子かわかるように

キャプションを挿入すること
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和5年

●ステークホルダー

学校、スポーツ協会、競技団体

町長部局、町教委、コーディネーター

●経過

令和５年度より、部活動地域移行を行える部活動がないか、各

部活動や競技団体と協議した結果、相撲部の休日地域移行を令

和６年度より行える見込みとなった。

●実施内容

令和６年４月から津幡中学校、津幡南中学校に通う生徒は地

域クラブに参加できることとした。活動場所は津幡町総合体育館内

相撲場とした。休日のみの地域移行とした。

●生徒、保護者への説明

生徒、保護者への説明を行った。両者からは特に不満の声は

なかった。

令和6年

●活動開始

休日の活動については、指導者に一任したが、混乱はなくス

ムーズに移行できた。生徒からも相撲に取り組みやすくなった、と

好意的に捉えられている。

●活動の拡大

令和7年度から新たに男子バドミントン部の地域移行に向け

て津幡町バドミントン協会と協議を重ね、理解と協力を得る。

令和５年

検討開始
生徒、保護者へ
の説明

令和６年 令和７年

受け皿団体や
指導者の選定

学校現場との
調整

地域クラブ活動
の開始

地域クラブ活動
の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

工程表や図など
※時系列がわかるもの

出典：津幡町教育委員会
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